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一 般 質 問 発 言 通 告 内 容 

 

個人第１号 氏 名   小川 真由美     

 

質 問 項 目 

№ １ 
大人気のこまきこども未来館について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

こまきこども未来館は、小牧市の子育て支援の中核施設として、 

様々な「遊び」や「体験」を通じて、楽しみながらそれぞれの「学

び」を見つけることができる、小牧市の中央児童館です。 

子ども達にこれからの未来を力強く生き抜く力を育てる豊かな

「学び」を提供し、小牧の子ども達やまちの「成長のシンボル」と

して、愛されている施設です。そのため、最近では他市からの行政

視察も多く、全国から施設整備や運営などについて勉強に来られて

います。より楽しく、そして子どもの夢への挑戦を応援する施設と

して今後も期待します。 

 

（１）アフターコロナの運営状況について 

感染症（新型コロナウイルス、インフルエンザ等）防止対策 

を引き続き行っていますが、ウィズコロナからアフターコロナ 

へ転換してからの運営状況はどのように変化しているか伺いま 

す。 

ア 来館者数について伺います。 

イ 市内外の割合について伺います。 

ウ 運営体制の現状について伺います。 

 

（２）体験ひろばについて 

多彩な講師陣により、学校や家庭では体験できない、ワクワ 

クする講座等を開催していますが、取組を伺います。 
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個人第１号 氏 名   小川 真由美    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小牧山城の整備について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

『史跡小牧山保存活用計画』・『史跡小牧山整備基本計画』・『史跡

小牧山主郭地区整備基本計画』に基づいて、発掘調査や整備工事を

行っています。また、令和５年度に施工した第２工区の整備工事が

竣工し、４月には小牧市議会文教建設委員会現地調査も行われまし

た。 

 

（１）今後の計画について 

史跡小牧山大手道発掘調査を含めた今後の計画を伺います。 

 

（２）問題点の整理について 

史跡小牧山整備基本計画内に記載されている問題点をどのよ 

うに、解決されているか伺います。 

 

（３）小牧山山頂までの送迎について 

運行がスタートしていますが、詳細を伺います。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ３ 
こまき中学校（愛知県立夜間中学）について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

愛知県教育委員会では、2023 年１月に不登校経験者や様々な事情 

により、ほとんど学校に通えなかった人や外国にルーツをもつ方な

ど多様な学習ニーズをもつ方々に対応する新しいタイプの定時制・

通信制高校及び夜間中学を設置することを決定し、これまで具体化

に向けて教育関係者による検討を進めてきました。 

  

（１）県との連携について 

愛知県では、2025 年４月に豊橋市・豊橋工科高校内に夜間中 

学をつくります。2026 年４月には、一宮市・一宮高校内、豊田 

市・豊田西高校内、そして、小牧市・小牧高校内にこまき中学 

校（愛知県立夜間中学）が開校予定です。教育長の所見を伺い 

ます。 
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個人第２号 氏 名   石田 知早人         

 

質 問 項 目 

№ １ 

建設費が高騰する状況が与える保育園等の整備計画へ

の影響について 
備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

昨今の物価上昇に伴い建築資材等の価格が上昇し、建設費の高騰

があると聞く。本市では、(仮称)第一こども園の整備や、保育の受

け皿の確保、建物の老朽化の課題を解消するための保育園適正配

置・整備が計画されており、建設費の高騰が、これからの事業の推

進にどのような影響があるのか懸念される。 

 

（１）(仮称)第一こども園施設建設事業について 

ア 第一幼稚園の仮園舎の仕様変更について問う。 

イ 第一幼稚園の仮園舎にかかる地元説明会について問う。 

ウ (仮称)第一こども園の設計業務の進捗状況について問う。 

 

（２）北里保育園と藤島保育園の統合・民営化について 

現時点での進捗状況と今後の予定について問う。 

 

（３）その他の公立保育園の建替え等の整備計画について 

現時点での進捗状況と今後の予定について問う。 

 

（４）保育園等の整備計画と高まる保育需要について 

ア 待機児童及び隠れ待機児童の人数について問う。 

イ 建設費が高騰し保育園等の整備計画に影響が出ているが、今 

後、待機児童の完全解消に向けてどのように取り組んでいくの 

かについて問う。 
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個人第２号 氏 名   石田 知早人         

 

質 問 項 目 

№ ２ 
児童生徒数の減少に伴う学校再編について 備 考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 学校施設の老朽化や児童生徒数の減少が進む中、将来を担う子ど

もたちにとって望ましい教育環境の基本的な考え方やその考えに基

づく学校施設の適正規模・適正配置等について整理した「小牧市新

たな学校づくり推進計画」が本年９月頃を目途に策定が進められて

いる。 

本計画の策定にあたり、「新たな学校づくり推進計画検討委員会」

と「新たな学校づくり推進計画調査検討部会」の２つの会議体にて

検討がなされ、先般のタウンミーティングにおいて、市長、教育長

からこの問題について説明があった。今後、いよいよ学校再編に向

けた取組が本格化することになると思われる。 

 

（１）「新たな学校づくり推進計画」で目指す教育のあり方について 

ア 児童生徒数の減少が、今後本市の教育に与える影響をどのよ 

うに捉えているのか問う。 

イ 本市が目指す子どもたちにとって望ましい教育の実現のた 

めの学校再編が必要な理由を問う。 

 

（２）学校再編の考え方について 

学校再編を検討していく上で、基本的な考え方について問う。 

 

（３）学校再編に対する地元の理解について 

どのように地元の理解を得ていくのか問う。 
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個人第３号 氏 名   余語 智     

 

質 問 項 目 

№ １ 
「いきいきこまき」の開催について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）「いきいきこまき」について 

ア 現在のイベントは、農業祭、生活展、環境フェア、消防フェ 

アが一つになって開催されているが、その経緯について問う。 

イ 「いきいきこまき」の事務局体制は、どのようになっている 

のか問う。 

ウ 来場者の年齢層及び市内・市外の割合を問う。 

エ 開催時間は、午前 10 時から午後３時までとなっているが、 

開催時間を 30 分繰り上げる考えはないのか問う。 

 

（２）令和６年度の開催会場について 

ア 現在、市民会館は大改修により使用できないが、開催会場を 

どこにするのか問う。 

イ キッチンカーを取り入れる考えはないのか問う。 

 

（３）今後の「いきいきこまき」の開催について 

今後、「いきいきこまき」をどのように展開されていくのか問 

う。 
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個人第４号 氏 名   星熊 伸作    

 

質 問 項 目 

№ １ 
不登校児童生徒への支援について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）不登校児童生徒について 

令和５年度の不登校児童生徒数について伺う。 

 

（２）不登校となる要因について 

不登校になる要因について、令和５年度の調査の結果を伺う。 

 

（３）不登校の未然防止について 

  ア 心の小さな SOS を見逃さない、早期発見、早期対応について 

伺う。 

  イ 不登校の未然防止や相談しやすい環境を整えるための不登 

校支援ガイドを作成する考えはあるか伺う。 

 

（４）不登校児童生徒に対する支援について 

  ア ICT を活用した学習保障などを行っているところではある 

が、不登校児童生徒が自宅で学習することで出席扱いになる 

か伺う。 

  イ 校内フリースクールの設置について伺う。 

ウ 教育支援センターの設置について伺う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
企業で働く従業員への奨学金返還支援制度について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

（１）愛知県中小企業人材確保奨学金返還支援事業補助制度につい 

   て 

ア 市内企業の登録状況について伺う。 

イ この支援制度の周知 PR について伺う。 

 

（２）本市独自の奨学金返還支援制度について 

  ア 県内の他市町の状況について伺う。 

イ 本市独自の奨学金返還支援制度の創設について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

 

 

個人第５号 氏 名   鈴木 裕士    

 

質 問 項 目 

№ １ 
外国人集住都市会議について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 令和６年１月 18 日、本市を会場に「外国人集住都市会議 こまき 

2023」が開催された。本市には、現在 1 万人を超える外国にルーツ

を持つ市民の方が居住し、市内の多くの企業等に勤め社会に貢献さ

れている。一方、労働力の確保については全国的な課題となってお

り、市内企業においても労働力を外国籍の方に求める状況も多く、

その確保のためにも、外国籍の方に選ばれる環境作りを市は進めて

いく必要がある。 

そうした中で開催された当会議は、本市の行政運営に有効なヒン

トが得られる貴重な機会であったと考える。 

 

（１）会議の成果等について 

ア 「外国人集住都市会議」とは、どのような会議なのか問う。 

イ どのような主題で話し合いが行われたのか問う。 

ウ どのような結論が導き出されたのか問う。 
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個人第６号 氏 名   黒木 明    

 

質 問 項 目 

№ １ 
外国籍の生活保護について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）外国籍の生活保護受給状況について 

ア 国籍別の生活保護受給世帯数について問う。 

イ 令和５年度における外国籍生活保護受給世帯の国籍別廃止 

理由を問う。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
メガソーラー・巨大風力発電について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）メガソーラー・巨大風力発電事業計画について 

ア 現在小牧市内での事業計画の有無を問う。 

イ 市内で事業計画が出た場合の対応について問う。 
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個人第６号 氏 名   黒木 明    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
外国人技能実習生について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）外国人技能実習生について 

ア 平成 30 年以降の小牧市内の外国人技能実習生の人数を問う。 

イ 平成 30 年以降の小牧市内の外国人技能実習生の失踪者数を 

問う。 
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個人第７号 氏 名   永井 孝典    

 

質 問 項 目 

№ １ 
小牧市国民保護計画について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）小牧市国民保護計画について 

現在の計画に至った経緯を問う。 

 

（２）国民保護に関連する訓練等について 

ア 小牧市が取り組んでいる訓練の内容について問う。 

イ 他の自治体において実施されている国民保護に関連する訓 

練の状況について問う。 

ウ 今後の訓練に対する本市の考え方について問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 11 - 

 

 

個人第８号 氏 名   伊藤 皇士郎    

 

質 問 項 目 

№ １ 

スポーツ施設等を利用した関係人口を増やす取組につ

いて 
備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

小牧市内には、パークアリーナ小牧をはじめ運動施設が多数あり、

スポーツイベントや大会の開催地として適していると思われる。 

市内外の人々に対し、これらの施設の利用を促進させることは関

係人口を増やすことに繋がるのではないかと思われる。 

また、市内唯一の公共施設としてスポーツ施設に宿泊施設・研修

施設が併設されている小牧勤労センターの利活用が必要であると考

える。 

 

（１）大規模大会などを実施しているスポーツ施設の現状について 

ア パークアリーナ小牧の令和５年度の利用率について伺う。 

イ 小牧市民球場の令和５年度の利用率について伺う。 

 

（２）小牧勤労センターについて 

ア 小牧勤労センターの各施設の令和５年度の利用率について 

伺う。 

イ 施設利用者の利便性に資する施設整備状況について伺う。 

 

（３）関係人口を増やすための取組について 

関係人口を増やすためにスポーツ合宿や大会の誘致を行う考 

えはないか伺う。 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
出会い・結婚支援事業の推進について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 出会い・結婚支援事業の令和６年度予算は、令和５年度から大幅

に増額し、市民からの期待が高まっている。 

 

（１）令和５年度の取組について 

ア 結婚新生活支援補助金支給事業の実績について伺う。 

イ 婚活イベントの実施結果について伺う。 

ウ 婚活イベント以外での相談を含む問い合わせについて伺う。 

 

（２）令和６年度の取組について 

ア 事業者の選定理由について伺う。 

イ 今後の事業運営について伺う。 

ウ 婚活イベント事業の PR 方法について伺う。 

 

（３）今後の展望について 

最終目標と成果指標について伺う。 
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個人第９号 氏 名   加藤 晶子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
気象防災アドバイザーの活用について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）気象防災アドバイザーの活用に対する現在の取組について 

本市では、これまでも防災気象情報などに関しての講座を開 

催する等、気象防災アドバイザーの活用を考えていると思うが、 

現在の取組状況について伺う。 

 

（２）気象防災アドバイザーの更なる活用について 

異常気象による豪雨災害等に対して、災害発生前からの適切 

な対応がとれる体制の整備が求められる中、気象防災アドバイ 

ザーを採用する自治体が増えてきたが、本市はどのように考え 

ているか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
困難な問題を抱える女性への支援について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）困難な問題を抱える女性に対する現在の取組状況について 

ア 相談体制はどのようになっているか伺う。 

イ 支援が必要な人に対しての現在の取組状況について伺う。 

 

（２）困難な問題を抱える女性への支援に関する法律の施行に伴う 

取組について 

ア 市における基本計画の策定は、努力義務となっているが、ど 

のように考えているか伺う。 

イ 関係機関と連携した支援について伺う。 
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個人第 10 号 氏 名   阿部 哲己    

 

質 問 項 目 

№ １ 
医師の働き方改革への取組について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）医師の働き方改革について 

ア 制度の概要について問う。 

イ 時間外労働の上限規制と小牧市民病院の対応について問う。 

 

（２）医師の労働時間削減について 

医師の労働時間削減に向けての具体的な取組内容について問 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
災害医療について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

将来、南海トラフ地震のような大災害が起き、小牧市でも相当な

被害が生じた場合、小牧市民病院としてどのような災害医療を行う

のか。 

 

（１）小牧市民病院が行う災害医療について 

ア 災害時における小牧市民病院の位置づけについて問う。 

イ ライフラインの確保について問う。 

ウ 災害医療を想定して平時から準備し、災害時に対応すること 

について問う。 
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個人第 10 号 氏 名   阿部 哲己    

 

質 問 項 目 

№ ３ 
小牧市民病院経営強化プランについて 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）小牧市民病院経営強化プランに基づく取組について 

令和６年２月に策定された経営強化プランでは令和８年度の 

経常収支の黒字化を目標に掲げているが、経営強化に向けてど 

のようなことを重点的に取り組んでいくのかを問う。 
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個人第 11 号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ １ 
新たな学校づくり推進計画について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）新たな学校づくり推進計画の内容と基本的な考え方について 

  ア 新たな学校づくり推進計画の内容で、特徴的な点を問う。 

  イ 本市の学校の「適正規模・適正配置」の基準について、小・ 

中学校ともに学校規模の標準である「12 学級以上 18 学級以下」 

ではなく、「12 学級以上 24 学級以下」が適正規模とされている 

理由を問う。 

  ウ 学校の「適正規模・適正配置」の標準については、学校教育 

法施行規則第 41 条但し書き及び「公立小学校・中学校の適正 

規模・適正配置等に関する手引」において、地域の実情に合わ 

せて弾力的に運用する旨が書かれている。この点についてどう 

考えるか問う。 

  

（２）今後の学校再編案づくりの進め方について 

  ア タウンミーティングの「学校教育を取り巻く課題について」 

の中では、地域ごとの今後の学校再編イメージが出されてい 

る。この再編イメージは、市としての学校再編案という位置づ 

けなのか問う。 

  イ 今後どのように、教職員・保護者のみならず地域住民の声も 

聴いて、学校再編案づくりを進めていく計画か問う。 

  ウ 小牧市公共施設適正配置計画のアンケートにおいて、学校に 

関する地域住民の声については、「児童生徒が著しく減少する 

学校の統合」については統合に肯定的な意見が多かったが、一 

方で、「老朽化しても統廃合せず、必要な規模で建て替えて存 

続させるべき」という多様な意見があった。このような一見し 

て矛盾した内容についてどのように評価するか問う。 

  エ 新たな学校づくりに関する教職員・保護者向けアンケートの 

結果について、特徴的な点は何であったか問う。 
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個人第 11 号 氏 名   猪飼 健治    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小牧山東公園整備について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）小牧山東公園整備について 

  ア 令和６年４月に「小牧山東公園事業共同企業体」との間で締 

結された Park-PFI 基本協定の中にある、「公募対象公園施設」 

と「特定公園施設」の違いを問う。  

  イ 基本協定の公募対象公園施設として、カフェ及び駐車場が挙 

げられているが、なぜカフェを建設することになったのか、そ 

の理由を問う。 

  ウ 公募対象公園施設のカフェ及び駐車場について、どの程度の 

広さを想定しているか問う。 

エ 公募対象公園施設のカフェ及び駐車場について、１㎡あたり 

の土地使用料を問う。 

  オ 駐車場に係る土地使用料には減免措置があるが、その内容 

を問う。 

 カ 特定公園施設部分について、施設整備費の負担割合の算出根 

拠を問う。 

  キ 小牧山東公園整備の今後のスケジュールについて問う。 
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個人第 12 号 氏 名   山田 美代子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
小牧市温水プール取り壊し後について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

令和６年小牧市議会第１回定例会において、温水プールの取り壊し

を決定した。取り壊し後の跡地利活用について民間事業者から意見

を聴くため、サウンディング型市場調査を実施することを、５月 24

日公表した。 

 

（１）サウンディング型市場調査について 

調査の目的を問う。 

 

（２）市民の意見について 

市民の意見はどこで聴くのかを問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
司書について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）図書館司書について 

ア 図書館司書の仕事内容を問う。 

イ 令和３年度から現在までの正規職員の司書の人数を問う。 

ウ 令和３年度から現在までの会計年度任用職員の司書の人数 

を問う。 

エ 図書館司書の重要性について市の考えを問う。 

オ 市職員の司書と業務委託で雇用されている司書の仕事内容 

の違いを問う。 

 

（２）学校司書の充実について 

ア 学校司書の仕事内容を問う。 

イ 市内小中学校への学校司書の配置状況を問う。 

ウ 市内小中学校への新聞配備の状況を問う。 

エ 学校司書採用の基準を問う。 
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個人第 13 号 氏 名   安江 美代子    

 

質 問 項 目 

№ １ 
介護保険事業の充実について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）訪問介護報酬の引き下げによる影響について 

令和６年４月から、訪問介護の基本報酬が２～３％引き下げ 

られた。全国の訪問介護事業所の４割が赤字の中、報酬単価の 

引き下げにより訪問介護事業所を閉めざるを得ないという状況 

があると聞くが、本市の訪問介護事業所の実態を問う。 

 

（２）地域区分について 

ア 本市は地域区分が「７級地」となっている。近隣市では今 

年度「７級地」から「６級地」に変更されているが、変更でき 

なかった理由は何か問う。 

イ 影響額について問う。 

ウ 事業所が小牧市から出ていくのを止めるためにも、地域区分 

の引き上げが必要だと思うが、見解を問う。 

 

（３）要介護認定について 

ア 市民や介護現場から「小牧市は要介護認定が厳しい」といわ 

れている。要介護認定者の４割が「要支援１・２」であり、県 

下でトップになっているが、見解を問う。 

イ 要支援２と要介護１の判定基準の違いは、認知症の疑いがあ 

るかどうかと聞くが、本市の判定基準を問う。 

ウ 認定結果と介護現場との認識に開きがあり、要介護認定の考 

え方を見直す必要があると思うが、見解を問う。 
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個人第 13 号 氏 名   安江 美代子    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
PFAS 問題について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）水道水について 

ア 横内浄水場は他の浄水場と比べて高い値である。６本の井戸 

それぞれの測定が必要だと思うが、見解を問う。 

イ 米国環境保護庁（EPA）は、飲料水中の PFAS 濃度の上限値を、 

従来の PFOS と PFOA を合わせた 70 ナノグラム（１リットル当 

たり）から、各４ナノグラム（１リットル当たり）へと引き下 

げることを 2024 年４月に公表した。 

この基準値について、どのようにとらえているか問う。 

 

（２）河川水・地下水・土壌について 

ア 水道水の安全だけでなく、河川水・地下水・土壌など地域全 

体の環境汚染問題ととらえる必要があると思うが、見解を問う。 

イ 本市は、河川水・地下水・土壌の各調査をどのように行って 

いるのか問う。 
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個人第 14 号 氏 名   佐藤 早苗    

 

質 問 項 目 

№ １ 
犯罪被害者等支援について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 犯罪被害者等基本法は、犯罪被害者等のための施策を総合的かつ

計画的に推進することによって、犯罪被害者等の権利利益の保護を

図ることを目的としており、その基本理念として、犯罪被害者等は、

個人の尊厳が重んぜられ、その尊厳にふさわしい処遇を保障される

権利を有することなどが定められています。 

 

（１）本市の支援の取組について 

具体的にどのような取組をされているか伺います。 

 

（２）犯罪被害者等支援金制度について 

ア 近隣市町の支援金制度の状況について伺います。 

イ 犯罪被害者等支援金制度を設ける考えはないか伺います。 

 

 

 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
小中学校における円滑な健康診断の実施について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 文部科学省は、令和６年１月 22 日付で、「健康診断」について、

正確な診察に支障のない範囲で原則、上半身裸ではなく体操服等で

体を覆うなど子どもたちのプライバシーや心情に配慮した環境整備

を行うよう通知しました。 

 

（１）学校で実施されている健康診断について 

ア 文部科学省の通知に従って実施されているか伺います。 

イ 健診日に欠席した児童・生徒や長期にわたり欠席している児 

童・生徒の対応について伺います。 
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個人第 15 号 氏 名   諸岡 英実    

 

質 問 項 目 

№ １ 
産後ケア・周産期グリーフケアへの対応について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

本市では、産後の母子に対し、心身のケアや育児サポート等を行

い、産後も安心して子育てできる支援体制を確保する産後ケア事業

を実施している。また、周産期グリーフケア（流産死産、新生児死

亡、人工妊娠中絶など周産期における赤ちゃんの喪失に対するケア）

についても、産後ケア同様、取組を深めていく必要がある。 

 こども家庭庁は、産後ケア事業に対し、各市町村への補助金単価

の施設数上限を撤廃し、産後うつ等で支援が必要な母親を受け入れ

た施設への支援も強化するとのこと。国が産後ケアを後押しするこ

とは喜ばしい反面、市民ニーズの高まりも想定され、希望する全て

の母親・家族がケアを受けられる体制づくりがより一層求められる。 

 

（１）産後ケアについて 

ア 令和５年度の産後ケア事業の利用状況について伺う。 

イ 産後ケア事業は、国でその対象者を「産後ケアを必要とする 

すべての方が利用できる」と見直されたが、本市の対応を伺う。 

ウ 現状、妊婦健診助成券の他、その他必要な検査に関する助成 

券をセットにしているが、更なる産後ケア事業の認知度向上と 

プッシュ型支援を進める為、これらの助成券に産後ケア助成券 

も加え、利用を促すことは有用と考えるが、市の見解を伺う。 

エ 産後ケア事業の委託状況について伺う。 

 

（２）周産期グリーフケアについて 

周産期グリーフケア、ペリネイタル・ロスへのケアに関する 

ニーズをどのように把握して対応しているか伺う。 
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個人第 16 号 氏 名   谷田貝 将典   

 

質 問 項 目 

№ １ 
カスタマーハラスメントについて 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

（１）カスタマーハラスメント対策について 

カスタマーハラスメント(通称カスハラ)は、もはや社会問題 

であり、民間のみならず全国の約８割の自治体でも、職員への 

暴言や説教、土下座の強要等の被害があると報道されている。 

令和５年第４回定例会の一般質問にて私からカスハラについて 

様々な対策を要望し、小牧市議会総務委員会においてもカスハ 

ラ対策の先進市を視察した。東京都においても、官民問わずの 

カスハラ防止条例を制定する動きがあり、全国でも対策が急務 

となっている。職員を守る為、また市民サービス向上の為、本 

市においてもカスハラ対策を推進すべきだ。 

 

ア 小牧市独自の指針とマニュアルを作成されたと思うが概要 

を問う。 

イ 昨年、私からカスハラについて一般質問を行ったが、その後 

の展開について問う。 

ウ カスハラ防止条例の制定について、本市の考えを問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 23 - 

 

 

個人第 17 号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ １ 
持続可能な自治会にするための支援について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

全国的に自治会の加入率が低下し、各自治体で厳しい状況を打破

するため、様々な施策が展開されている。本市においては、全国的

に比べるとまだまだ高い加入率が維持はされているが、先日小牧市

議会として行った議会報告会と市民の意見を聴く会において、それ

ぞれの抱えている問題があり、多くの意見を頂戴した。全ての事を

行政が関与する事は、難しい事と理解はするが、区長業務の負担軽

減や情報共有による課題解決等、市としてやれる事はまだ多くある

と考える。持続可能な自治会にするための支援として以下の点を問

う。 

 

（１）区長業務の負担軽減について 

ア 結ネットの普及状況について問う。 

イ 負担軽減に繋がる市の取組について問う。 

 

（２）情報共有について 

広域で情報共有がされていない事に加え、新型コロナウイル 

ス感染症拡大の影響で各自治会の情報について意見交換する 

事ができる機会が減り、交流も少なかった事から、解決策を見 

出せない区も増えてきていると聞くが、市の見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 24 - 

 

 

個人第 17 号 氏 名   小沢 国大    

 

質 問 項 目 

№ ２ 
（仮称）小牧市農業公園について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

  

多くの市民、特に将来を担う子どもたちが食に対してより興味を

深めるための「食育と環境」を伝えるための施設を目指し、平成 20

年３月に始まった（仮称）小牧市農業公園の整備は、建設費の問題や 

集客の見込みなどを理由に一時凍結され、事業全体の見直しが行わ

れた後、現在は建設に向けた歩みを進めている。令和６年度一部供用 

開始を目指していた時期もあったが、令和５年第３回定例会にて公

園整備工事の工程の見直しの必要が生じているとの答弁があり、加

えて近年の物価高騰や財政状況を考えると、不安が残るところであ

る。そこで現在の整備計画や今後の整備計画等がどの様に行われて

いるか問う。 

 

（１）サウンディング型市場調査について 

  サウンディング型市場調査の結果を踏まえた検討状況につい 

て問う。 

 

（２）造成工事について 

  造成工事の進捗状況について問う。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

 今後のスケジュールについて問う。 
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個人第 18 号 氏 名   大上 利幸    

 

質 問 項 目 

№ １ 
結婚記念のお祝いについて 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

本市の敬老会では、結婚 60 年目＝ダイヤモンド婚の夫婦に対しお

祝いとして祝品を贈呈され、とても喜ばれています。 

しかし、市民から「私の両親は 70 年目＝プラチナ婚なので、市に

お祝いはないのかと尋ねたところ、考えていないと言われた。ダイ

ヤモンド婚よりすごいことだと思いますが、おかしいと思われませ

んか？」と相談を受けました。 

すぐに担当課に相談をしましたが、令和６年９月 13 日の敬老会で

の贈呈は時間的に難しいと回答いただいております。プラチナ婚の

お祝いがないことと約４カ月も時間があるのに実施出来ない理由が

理解できないため、この質問をさせていただきます。 

 

（１）結婚記念のお祝いについて 

結婚 60 年目（ダイヤモンド婚）限定でお祝いされている理 

由を伺います。 

 

 

 

質 問 項 目 

№ ２ 
広報広聴について 備考 

要 

 

 

 

 

 

旨 

 

 令和６年第１回定例会では、「市民の声」について一般質問させて

いただきましたが、今回は同様に重要な広報広聴の取組として「パ

ブリックコメント」、「タウンミーティング」について伺います。 

「パブリックコメント」は、市の基本的な施策等の案を公表し、

広く「市民の意見」を求める重要な手続ですが、市民から提出され

る意見は少ない状況です。 

「タウンミーティング」は、「市民の声」を聴く手段として重要な

取組ですが、こちらも参加者数は少ないのが現状です。 

広報広聴の２つの取組において、上記の課題を解決することが、

とても重要であるため質問させていただきます。 

 

（１）パブリックコメントについて 

令和５年度のパブリックコメント提出件数について見解を伺 

います。 

 

（２）タウンミーティングについて 

令和６年度のタウンミーティング参加者数について見解を伺 

います。 

 

 

 

 


